	平成２８年度第２回大阪府河川整備審議会　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	平成２８年７月４日（月）１８：００～１９：４５
OMMビル2階　204・205会議室

	（大阪市　中村氏）
発言内容
昨年度も何かと言っているのですが、今、事業評価でいかに効率的な税の使い方ということをたくさん御審議されていっているのですが、資料１－３の１２ページの下から２行目で、芦田川水門については、Ｌ２（レベル２）津波に対し、水門の扉体や戸当たり部の補修をするとあります。昨年の最後のときにもお願いしたのですが、芦田川は、浜寺水路に並行に設置されているものですので、津波の芦田川水門にかかる波圧や流速が幾らになっているかということを明確にした上で、Ｌ２津波に対してというべきなのではないか。私が今読んでいますと、Ｌ２津波の波圧に対してと読むのか、Ｌ２津波で発生する水位差に対してと読むのか、どちらでも読める非常に不明確な表現だと思います。税をいかに効率的に使うかということであれば、審議会で、芦田川水門にかかる水圧や流速を明確にした上で、流速がほとんどなければ、芦田川水門については、Ｌ２津波で生じる水位差等に対して、こういう整備を行うというように、今、整備計画の建設計画の評価をしておられますけども、この計画ではっきり書けるところは、できるだけはっきり書いて、税の効率的運用をしていただけるように、答申されてはいかがかと思います。


